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１ 裏面もご覧ください

回覧

【２月の主な実施行事】
・さくら祭り準備委員会：２月３日・１０日・１７日・２４日
・ごみ分別巡回：２月７日・２１日
・役員会：２月９日
・夜間防犯パトロール：２月１６日
・昼間パトロール：２月２５日
・防災倉庫棚卸し：２月２５日
・きずな運営委員会：２月２５日

【３月の主な行事予定】
・さくら祭り準備委員会：３月２日・１６日・２３日・３０日
・ごみ分別巡回：３月６日・２０日
・役員会：３月８日
・総会準備：３月９日
・町内会通常総会：３月１０日
・夜間防犯パトロール：３月１５日
・昼間パトロール：３月２５日

防災シリーズ No．１６

大地震が発生したら

2024年１月４日 中日新聞記事より、要旨抜粋

自宅にとどまっても安全だと判断した場合
① 電気・水道・ガスが使えるかをチェック
② 家具が傾いていないかや、物がおちてこないかを点検
③ 屋外では、傾いた家屋やブロック塀、崖、裏山などには不用意に近づかない

自宅から避難すると決めたら
① 非常用持出し袋を用意
② 感染症が流行している場合はできるだけマスクや消毒液、体温計を携行
③ 避難先としては避難所だけでなく、安全な親類宅や知人宅も検討する
④ 避難所に行く場合は、市のホームページなどで最新情報を把握する
⑤ やむをえず車中泊をするときは、津波や崖崩れに見舞われないかなど、周囲の状況を充分把握する

街中で被災した場合
① 公共交通機関は動いていないことがあり、自宅や勤務先、学校まで歩いていけるかどうか判断する

大きな地震が起きると、１週間程度は同じような規模の地震（余震）が起きるとみて注意が必要
です。最初の地震から次の行動に移るための注意点をまとめました。
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能登半島地震災害義援金

能登への思い 心はひとつ

中日新聞社会事業団事務局をつうじて、「高浜市
吉浜五町町内会（八幡・新田小池 屋敷呉竹芳
川の各町） 」で義援金として５万円を寄付させて
頂きました。 （1月22日振込、1月31日中日新聞掲載）

寄付金は被災地自治体に届けられます。

地震直後には不安をあおるような根拠のない情報
が流れることがあります。惑わされないよう注意が必
要です。

安否確認の方法として、災害用伝言サービスがあります。
① 災害用伝言板：大災害時に利用できるスマートフォンや

                            携帯電話のサービス
②災害用伝言ダイヤル：安否の伝言を録音、再生できる

                            サービス

家族と連絡取るには
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